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当社製自動車の完成検査に関わる社内調査結果について 

この度、国土交通省平成 29 年９月 29 日付文書「日産自動車の完成検査の不正事案を受けた確認の実施に

ついて」に基づき社内調査を行った結果、当社において、完成検査業務を実施するにあたり、不適切な事案

があることを確認しました。 

これらの調査結果をもとに、下記要旨に基づき、更に精査し 10月 30 日に国土交通省（以下、国交省）に、

ご報告申し上げる予定です。 

この度は、お客様をはじめ、株主様および多くの関係者の皆様にご不安とご心配をお掛けいたしますこと、

深くお詫び申し上げます。 

記 

１．報告内容 

(1)完成検査員について 

型式指定を申請する際に、国交省へ提出している上位規定（完成検査要領）は、完成検査員が完成検査を

行うことになっております。一方、業務規定では、完成検査員登用にあたっては、現場経験の期間が必要と

義務付けているため、当該工程の完成検査員と同じく、十分な知識と技能を 100％身に付けたと現場管理者

（係長）が認定した者を、監督者（班長）の監視下で検査業務に従事させており、型式指定申請書にある上

位規定とは異なる運用になっておりました。 

 

(2)完成検査の代行押印について 

完成検査工程の運用ルールでは登用前の検査員に、完成検査員の印章貸与を行い、代行押印を行わせてお

りましたが、それを明文化した規定はありませんでした。 

 

(3)完成検査に関連する規定の確認について 

上記(1)、(2)で記載した運用は、完成検査に関わる規定に織り込まれておらず、規定全体が体系的に整備

されているとは言い難い状況でした。 

 

２．当社の完成検査の実施要員 

・当社の完成検査に従事することができる者は、まず担当検査工程に必要な教育と訓練を受け、完成検査業

務に必要な知識と技能を100％身に付けたと現場管理者(係長)に認定され、担当検査工程に従事するよう、

監督者（班長）に指名された者です。認定結果については、記録簿にて確認することができる仕組みとな

っております。 

  



 

・この指名された者は、個々人の保有資格（２級自動車整備士等）に応じて設定された期間までは、監督者

の監視下で完成検査業務に従事します。 ⇒2017 年 10 月１日現在、当社全体で４名 

・当該期間を経て、かつ社内の筆記試験に合格した者には、完成検査員という呼称を付し、原則監視下から

外します。 ⇒2017 年 10 月１日現在、当社全体で 245 名 

・上記のとおり、完成検査正規登用前の検査員が完成検査に従事している場合があり、規定として明文化さ

れておりませんでした。 

 

３．今後の対応および見通しについて 

当社の完成検査を今後、透明性を高め、将来に渡って誤った運用や解釈が生じないように、改めて規定を

体系的に整理し直します。 

なお、対象車両に関しては、市場措置（リコール）を検討中です。 

本件による業績予想値の修正が必要な場合は、速やかに公表いたします。 

以 上 


